
 

香ヶ丘リベルテ高等学校 学校関係者評価報告書 

 

１． 実施状況 

日時 令和７年９月１１日（木） １１時００分から 

場所 愛泉学園 会議室 

 

２． 委員会構成 

 堺リベラル中学校高等学校校長     １名 

 挹泉会（同窓会）会長         １名 

 愛泉学園監事             ２名 

 歯科医師               １名 

 堺女子短期大学特任教授        １名 

香ヶ丘リベルテ高等学校元校長     １名 

 本校関係者              １名 

 

３． 評価・提言 

（１） 特色授業や行事を通して専門性を高める 

・各コースにおける特色授業や行事は、生徒の自己肯定感や将来への展望を広げる要素となっ

ている。 

・特に、美容・メイク・ファッション・保育・調理などの体験的学びは生徒の関心が高く、「好

きなこと」から学びへとつなげる動機形成に成功している点は評価される。 

・各コースの専門性を高めると同時に、教養教育・基礎学力の定着とのバランスをより重視す

る必要がある。 

・実習・行事においても生徒の主体的関与（企画・運営）を促進し、自己表現と責任感を養う

機会とすることが望まれる。 

・卒業生のキャリア紹介・ＯＧの講演などを充実させ、社会との接続を可視化する教育を一層

進めてほしい。 

・自己肯定感が低い傾向にある生徒も見受けられる。そうした生徒に対しては、成功体験を積

み重ねることに加えて、他者から認められる機会を増やすことが効果的だと考えられる。 

 

（２）個々に応じた学習環境の整備と自分の目指す進路の実現 

・「学び直し＜つまずき０プロジェクト＞」や「イングリッシュカフェ」などの支援は独自性 が

あり、教員の創意工夫が光る。 

・ただし、自己評価での達成度が 50％未満に留まっている現状からは、依然として生徒の学

習意欲・進路意識の醸成に課題が残されていることが窺える。 

・生徒の学習・進路への関心を高めるには、教員主導の支援だけでなく、生徒自らが学びの意

義や目的を理解する仕掛けが重要である。 

・年間を通じた学年ごとの目標設定、生徒の学習成果をリアルタイムで共有できるポートフ 

ォリオの導入などを検討してはどうか。 



・修学旅行や行事の時期が進路決定に与える影響も踏まえ、進路指導との連携を前提にした 

年間計画の再編を行うことを推奨する。 

 

（３） 身だしなみ・マナー指導による女子教育 

・生徒のマナー意識や身だしなみ指導の取り組みは継続されているが、教員の負担や保護者 

対応への懸念が大きい。 

・社会の多様化により、従来の一律的な指導では限界があるという実情が浮き彫りとなって 

いる。 

・教員間での指導基準の明確化と共有を図り、個別対応の判断基準を全体で持つことが必要。 

・生徒自身に「身だしなみの意味」を考えさせる場（例：ＬＨＲでのディスカッション、生徒

会による発表）を設け、自律的な美意識とマナーを育てる教育へと転換していく姿勢が望ま

しい。 


